
コロナ感染の沈静化を受け、日本が防疫と社会経済活動の両立を加速させようとした矢先、新たな変異種「オミクロン株」が出現しました。

一進一退の局面が続きますが、刈谷が再び活力を取り戻す為の施策を考え抜き、提言してまいります。

安全・安心で誇れるまち『刈谷』を目指します
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1．6月定例会報告（6/5～28）24日間

皆様、いつもありがとうございます。刈谷市議会議員の深谷ひできです。

日頃は、深谷ひできの活動に対し、ご理解とご協力ありがとうございます。

今年の夏も暑い日が続くと予想されています。電気・ガスを含む物価高騰な

ども続いています。現在刈谷市では、熱中症対策と家庭での節電を目的に、

23ヵ所の公共施設を「クールシェアスポット」として開放しています。是非

ご活用ください。今後も私は、皆様の生活を守り、活力と安心を取り戻せるよ

う取り組みを進めていきます。今後も皆様のご協力をお願いいたします。

今回は、令和6年6月定例会とその他取り組みを報告させて頂きます。御多

忙とは思いますが一読頂けると幸いです。今後もよろしくお願いいたします。
※クールシャアスポットについては、刈谷市のホームページを確認ください。

１）補正予算が認定されました。

◆ 議案等の審議 報告案件9件、単行議案7件、条例議案4件、予算議案3件

議案45号「令和6年度刈谷市一般会計補正予算（第1号）」、議案35号「刈谷市行政手続における

特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部

改正について」、議案36号「刈谷市子ども医療費支給条例の一部改正について」、議案37号「刈谷

市国民健康保険税条例の一部改正について」、議案39号「訴えの提起について（市営住宅明渡し等請

求事件）」、議案46号「令和6年度刈谷市一般会計補正予算（第2号）」、議案47号「令和6年度刈

谷市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）」等が可決されました。

請願2号「日本政府にミャンマー軍が実施した徴兵制に対し、在留ミャンマー人、ならびに日本へ

の避難を希望する若者たちの安全を確保するよう求める意見書の提出を求る請願」、請願3号「「お

城建設」はキッパリ中止を求める請願」は不採択となりました。

NO 主な事業とその概要
事業費

（千円）

1

物価高騰対応重点支援給付金支給事業
　経済対策の一環としてエネルギー・食料品等の価格高騰による低所得世帯等の負担軽減を図る為、低所
得世帯1世帯あたり10万円、18歳以下の児童を扶養している世帯は児童1人あたり5万円を加算し支給す
る。加え、定額減税しきれないと見込まれる方へは、別途計算式にて金額を決め支給する。

1,544,858

2

高校生世代の通院医療費助成準備事業（新規）
　子育て支援策の一環として高校生世代に係る医療費負担の軽減を図るため、
令和７年度から新たに通院医療費を助成対象とする為、システム改修と対象者に
対し申請書及び受給者証を送付する。

14,062

3

子ども科学教育研究全国大会開催事業（新規）
　２０２３年度ソニー子ども科学教育プログラムの論文募集で、刈谷南中学校が最優秀校
に選出され、研究成果を発表する全国大会が同校にて開催されるため一部の経費を補助する。
  開催日：令和６年10月25日（金）

1,000

4

（仮称）逢妻川河川敷運動広場整備事業（拡充）
　利用者の利便性の向上を図るため、（仮称）逢妻川河川敷運動広場内
に河川増水時などの緊急時にクレーン等で地上部の移動が可能な、
水洗トイレ（ 男子（小２、大１）、女子（大２）、多目的（大１） 合計６穴）
を整備する。

70,548
（拡充分）

組織内議員活動報告

深谷 ひでき刈谷市議会議員
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2）刈谷市子ども医療費支給条例の一部改正について確認しました。

２．その他活動について
１）豊田自動織機 織友会の皆様と活動をしました。

5月26日（日）に刈谷豊幸会の関係者の皆さんが、刈谷球場で

の豊田自動織機シャイニングベガの試合応援と刈谷球場ゴミ拾い

ボランティアを実施され、私も参加しました。選手の熱いプレー

に私達の応援も更に熱くなりました。

試合後、皆様と刈谷球場のゴミ拾いを実施しました。

皆様と一緒に活動することで刈谷球場も綺麗に

なりました。ありがとうございました。

いそざきさん深谷

刈谷豊幸会の皆様と

Q：改正内容は？

A：令和7年度より高校生世代の通院医療費を助成対象に加え、子育て支援策の

充実を図る。

Q：高校生世代の通院医療費補助を拡充する背景は？

A：令和6年度より18歳年度末までの子どもの医療費助成に係る減額調整措置が廃止。

県内においても実施している市町村が多く、今後も増えることが予想され、

住んでいる市町村によっての不公平感が強まっている。

今回の改正は、子育て世帯への経済的支援としてメリットもあるがデメリットもある。

１）自治体の財源有無によって不公平が生じるため、この施策は国や県の単位で公平に行うべきと

考える。 

2）３割負担の実質無償化により病院の受診回数増加に繋がり、保険給付が増え財政状況の悪化に

より、結果的に被保険者の保険料が上がるという影響が危惧される。

以上の2つのデメリットの解消に努め、少子化の歯止めとして、しっかりと機能させていくことを要

望して《賛成》と判断しました。

２）刈谷豊幸会の皆様と活動をしました。

4月23日（火）に豊田自動織機 織友会（豊田自動織機のOB・OGから

なる会）の皆様が、亀城公園の清掃ボランティアを実施され、私も

参加しました。公園全体を歩きながらのゴミ拾いや「豊田佐吉胸

像」の清掃等、亀城公園を綺麗にして頂きました。今後公園を訪

れる方々が気持ち良く公園を使って頂けます。ありがとうござい

ました。 織友会の皆様と


